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明治時代、西本願寺の鏡如
新門（大谷光瑞、後の第 22
世鏡如宗主）が、仏教の伝播
を探るため、一宗派の事業と
して組織した大谷探検隊。
その隊員の一人・吉川小一郎

（第 3 次隊）が、探検地であ
る中国や中央アジアから家族
宛に送った多くの書簡や古写
真、そして自身の回顧音源（す
べて初公開）を中心に、大谷
探検隊の実像と吉川小一郎
の人間像に迫ります。

◆会　期：2025年4月19日（土）〜6月22日（日）
◆休館日：月曜日（ただし、5月5日（月）開館）、　5月7日（水）
◆開館時間：10：00〜17：00（5月2日、23日は 〜 20：00）
　※ 最終入館受付は閉館30分前まで
◆入館料：一般 1,100円
◆問い合わせ：龍谷大学 龍谷ミュージアム
　　　　　　 TEL：075-351-2500
　　　　　　 https://museum.ryukoku.ac.jp/

龍谷ミュージアム

※
題
字=

星
野
元
豊
・
第
9
代
学
長

2025 年度校友会の主な事業予定
5 月 21 日（水）校友会賞贈呈式（深草キャンパス：顕真館）
6 月 7 日（土）校友総会（深草キャンパス）
9 月 28 日（日）校友音楽祭（深草キャンパス：成就館）
10 月 25 日（土）ホームカミングデー（瀬田キャンパス）
11 月 2 日（日）ホームカミングデー（深草キャンパス）
11 月 2 日（日）龍谷賞贈呈式（深草キャンパス：顕真館）
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龍
谷
賞
授
与
式
、
全
国
支
部
長
会
、W

ho's w
ho

、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
校
友
音
楽
祭 

2
面

入
澤
学
長
法
話�

3
面

特
集
「
龍
大
川
柳
」 

4
・
5
面

学
部
同
窓
会
、サ
ー
ク
ル
、Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
、支
部
の
活
動 

6
面

支
部
の
活
動
、
コ
ラ
ム
、
校
友
の
著
書 

7
面

仏
教
に
学
ぶ
、
校
友
の
お
店 

8
面
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龍谷ミュージアム
無料ご優待券
期日：2025年6月22日（日）まで

（同伴者1名を含め
無料でご入館いただけます）

12
月
21
日
、
龍
谷
大
学
校
友

会
静
岡
県
支
部
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

「
第
1
部
」
の
設
立
総
会
で

は
、支
部
の
設
立
に
至
る
ま
で
の

経
緯
紹
介
に
始
ま
り
、
議
案
は

粛
々
と
承
認
さ
れ
、
土
山
和
雅

支
部
長
（
63
年
文
卒
）
率
い
る

「
静
岡
県
支
部
」
が
誕
生
い
た
し

ま
し
た
。

「
第
2
部
」
は
、
入
澤
学
長
か

ら
「
社
会
変
革
を
起
こ
す
大
学

へ
―『
連
携
』そ
し
て『
共
創
』―
」

25
年
4
月
よ
り
、深
草
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
3
つ
の
新
棟
と

上
空
通
路
が
新
設
さ
れ
、社
会

学
部
が
移
転
し
て
き
ま
す
。

3
つ
の
新
棟
の
名
称
は
、建

学
の
精
神
に
満
ち
た
キ
ャ
ン

パ
ス
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

命
名
さ
れ
ま
し
た
。

■
灯と

う

炬こ

館か
ん（
2
号
館
北
側
）

「
灯
炬
」と
は
、
思
い
悩
み
暗

闇
の
状
態
に
あ
る
私
を
思
い
常

に
照
ら
し
て
く
だ
さ
る
「
大
い

な
る
仏
の
灯
、仏
の
願
い
」の
こ

春季企画展「大谷探検隊　吉川小一郎
―探究と忍耐　その人間像に迫る―」

校
友
会
報
は
、一
九
六
七
（
昭

和
42
）
年
12
月
15
日
に
創
刊
さ
れ

ま
し
た
。

創
刊
時
は
、
文
学
部
・
短
期
大

学
部
同
窓
会
と
経
済
学
部
同
窓

会
の
2
学
部
同
窓
会
だ
け
で
し
た

が
、
現
在
は
9
学
部
同
窓
会
に
。

支
部
は
海
外
、
職
域
支
部
を
合
わ

せ
て
53
支
部
と
な
り
、
校
友
会
の

広
報
は
校
友
会
報
に
留
ま
ら
ず
、

HP
や
SNS
な
ど
で
様
々
な
情
報
発

信
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
創
刊
100
号
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
卒
業
生
、
現
役
学
生
に

あ
ら
た
め
て「
龍
大
」を
テ
ー
マ
に

川
柳
を
募
集
し
ま
し
た
。
卒
業

生
、現
役
学
生
そ
れ
ぞ
れ
の
目
線
の

「
龍
大
川
柳
」。
特
集
ペ
ー
ジ
は

〈
4
面
5
面
〉を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

校
友
会
報

100
号
記
念

「
龍
大
川
柳
」大
賞
・
優
秀
賞
発
表

龍
谷
大
学
校
友
会

静
岡
県
支
部
設
立

つ
な
が
る
こ
と
で
、
新
し

い
も
の
が
生
ま
れ
て
い
く

〜
響
け
静
岡
の
音
〜

と
で
、
こ
の「
灯
炬
」に
照
ら
さ

れ
、
仏
の
願
い
に
か
な
っ
た
歩

み
を
進
め
て
ほ
し
い
と
の
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
聞も

ん

思し

館か
ん（

12
号
館
北
側
） 

　
「
聞
思
」
と
は
、聞
く
こ
と
、

そ
し
て
聞
い
た
こ
と
を
通
し

て
思
索
す
る
こ
と
で
す
。
自

分
の
進
む
べ
き
道
、
生
き
る

方
向
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に

こ
の
「
聞
思
」
の
心
を
こ
こ

ろ
が
け
て
ほ
し
い
と
の
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
題
し
て
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。現
役
学
生
の

取
組
み
に
感
心
す

る
と
と
も
に
、
発

展
し
続
け
て
い
る

龍
谷
大
学
を
誇

ら
し
く
感
じ
る
お

話
で
し
た
。ま
た
、

奈
良
薬
師
寺
管

主
故
高
田
好
胤

師
（
第
9
回
龍
谷

賞
）
の
長
女
で

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の

高
田
都
耶
子
さ
ん

か
ら
「
つ
な
が
る

こ
と
で
」
と
題
し

て
、
ご
縁
の
大
切

さ
を
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。高

田
好
胤
師
の
お
言

■
慧え

光こ
う

館か
ん（

10
・
11
号
館
跡
地
） 

「
慧
光
」と
は
、私
た
ち
の
闇

を
破
っ
て
く
だ
さ
る
仏
の
智

慧
の
光
の
こ
と
で
、
こ
の「
慧

光
」に
照
ら
さ
れ
て
、
自
身
の

闇
を
破
り
、大
き
く
成
長
し
て

ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
朋ほ

う

友ゆ
う

館か
ん（

紫
光
館
別
館
跡
地
）

7
月
竣
工
の「
朋
友
館
」の

「
朋
友
」と
は
友
や
仲
間
を
指
す

言
葉
で
す
。サ
ー
ク
ル
の
枠
を

越
え
て
「
お
互
い
が
お
互
い
を

深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
棟
、
名
称
決
定

尊
重
し
合
え
る
関
係
」「
お
互
い

が
お
互
い
を
高
め
合
う
関
係
」

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
結ゆ

い

連れ
ん

橋き
ょ
う（

南
北
接
続
上
空
通
路
）

深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
の
北
エ

葉
は
、い
つ
の
時
代
に
聞
い
て
も

い
ろ
ん
な
立
場
の
人
に
響
く
お

言
葉
で
、
あ
ら
た
め
て
偉
大
な

卒
業
生
の
お
一
人
だ
と
実
感
い

た
し
ま
し
た
。

「
第
3
部
」は
、「
全
国
校
友
大

会
in
静
岡
」が
開
催
さ
れ
、
東
海

地
域
の
岐
阜
県
、三
重
県
、愛
知

県
支
部
か
ら
も
参
加
く
だ
さ

り
、ご
当
地
の
銘
菓
・
銘
酒
が
揃

い
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の「
第
3
部
」で
は
、
静
岡

県
支
部
の
歌「
今
、
こ
こ
に
つ
な

が
る
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。校

友
会
の
歴
史
で
、「
支
部
の
歌
」

が
で
き
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
。

作
詞
作
曲
は
、
静
岡
県
支
部
設

立
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
南
荘

宏
さ
ん
（
79
年
文
院
了
）。南
荘

さ
ん
が
代
表
・
常
任
指
揮
を
務

め
ら
れ
る「
静
岡
混
声
合
唱
団

TERRA

」
か
ら
総
勢
42
名
が
駆

け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、「
静
岡
県

支
部
の
歌
」を
参
加
者
全
員
で

合
唱
し
ま
し
た
。

霊
峰
富
士
を
後
に
し
て 

前
に
見
え
る
は
太
平
洋
　

こ
こ
に
集
う

龍
谷
に
学
び
し
同
窓
生

今
　
時
代
を
超
え
て
つ
な
が
る
　

あ
あ
　
わ
れ
ら 

龍
谷
大
学
校
友
会
静
岡
県
支
部

　

私
た
ち
は
、
時
代
は
違
え
ど
、

「
龍
谷
大
学
で
学
ん
だ
」
と
い

う
ご
縁
は
変
わ
ら
ず
、
そ
の
ご

縁
が
こ
の
場
な
の
だ
と
感
じ
た

瞬
間
で
し
た
。

龍谷大学次期学長に
安藤　徹　教授

－任期 2025 年 4 月～ 2029 年 3 月 31 日―
【最終学歴】
1997 年 3 月 名古屋大学大学院
文学研究科博士後期課程修了　

【出身地】岐阜県
【生年月日】1968 年 1 月 11 日
【専門分野】
平安朝文学・物語社会学

【職歴】
2000 年 4 月  龍谷大学文学部専任講師
2002 年 4 月  龍谷大学文学部助教授
2007 年 4 月  龍谷大学文学部准教授
2010 年 4 月  龍谷大学文学部教授　
2013 年 4 月  龍谷大学図書館長　
2017 年 4 月  龍谷大学文学部長　
2021 年 4 月  龍谷大学副学長
2021 年 4 月  龍谷大学龍谷ミュージアム館長
2025 年 4 月  龍谷大学学長就任予定

「コンビニ証明書発行サービス」開始
龍谷大学では、新たな証明書発行サービスを開始しました。
すべての証明書は、24 時間オンラインで申請可能となり、日本全国のコンビニエンス
ストア（セブンイレブン、ファミリーマート、ローソン）で受け取りが可能です。

【コンビニ発行、デジタル証明書に対応している証明書】
［和文のみ］在学証明書、卒業（修了）見込証明書、卒業（修了）証明書 ※、

　　　　　  学業成績証明書 ※、健康診断証明書
　　　　　  ※ 2000 年 3 月卒業（修了）生から対応

　　　　　　　　　　※ご利用方法その他詳細についてはこちらから➡　

リ
ア
と
南
エ
リ
ア
を
つ
な
ぐ

上
空
通
路
は「
つ
な
が
り
の
可

視
化
」で
す
。

日
本
古
来
か
ら
あ
る
つ
な

が
り
を
示
す
言
葉
「
結
」
と

「
連
」を
選
び
、
そ
れ
ら
を
つ
な

げ
て
造
語
を
創
り
ま
し
た
。こ

の
上
空
通
路
は
単
な
る
歩
道

橋
で
は
な
く
、
深
草
キ
ャ
ン
パ

ス
の
新
た
な
る
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
と
の

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

！

お
祝
い
に
駆
け
つ
け
て
く
だ

さ
っ
た
二
胡
奏
者
の
姜 

暁
艶
さ

ん
の
演
奏
も
あ
り
、
音
楽
と
東

海
4
県
の
美
味
し
い
も
の
、そ
し

て
静
岡
県
支
部
の
役
員
の
み
な

さ
ま
の
お
も
て
な
し
の
心
が
見

事
に
か
み
合
っ
た
「
全
国
校
友

大
会
in
静
岡
」は
終
始
、
笑
顔
に

包
ま
れ
た
和
や
か
な
会
と
な
り

ま
し
た
。

灯炬館

 結連橋（南北接続上空通路）

朋友館（7 月竣工）

聞思館

慧光館
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校友●Who's Who

一般社団法人シーズ代表

坂口久美子さん
　　　　（93年経済卒）

大
学
で
の
体
験
、モ
デ
ル
と
い
う
仕
事
の

体
験
か
ら
繫
が
る
こ
れ
か
ら
の
取
組
み プロフィール

京都府出身。大学卒業後にモデ
ルとなり、その後ウォーキング
スクールを開業。現在は一般社
団法人シーズの代表を務める。

～
20
歳
代
、
30
歳
代
の
支

部
会
員
も
参
加
し
て
開
催
～

11
月
2
日
、
記
録
的
大
雨

の
中
、
国
内
外
あ
わ
せ
て
34

支
部
72
名
が
参
加
、
雨
を
吹

き
飛
ば
す
く
ら
い
の
意
見
交

換
、
交
流
の
場
と
な
り
ま
し

た
。今
回
は
全
体
会
に
続
き

6
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
た

分
科
会
が
あ
り
、
そ
の
一
つ

の「
20
代
、30
代
が
考
え
る
校

日
本
の
芸
術
文
化
の
発
展

に
寄
与
す
る
日
本
最
大
の
芸

術
祭
典
20
年
度
「
第
75
回
文

化
庁
芸
術
祭
賞
大
衆
芸
能
部

門
」で
大
賞
を
受
賞
さ
れ
、24

年
に
芸
歴
40
周
年
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
、
校
友
会

本
部
、学
部
同
窓
会
、地
域
支

部
の
事
業
へ
積
極
的
に
参
加

さ
れ
、
本
学
お
よ
び
京
都
大

学
を
は
じ
め
と
す
る
複
数
の

大
学
で
特
別
講
義
な
ど
を
続

け
て
お
ら
れ
ま
す
。

10
月
26
日
、
瀬
田
キ
ャ
ン

パ
ス
、11
月
3
日
、深
草
キ
ャ

ン
パ
ス
で
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。今

年
も
卒
業
生
や
ご
家
族
、
同

伴
者
に
千
円
分
の
学
生
模
擬

店
利
用
券
を
配
布
し
、
大
好

評
で
し
た
。

い
ず
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で

も
、
多
く
の
校
友
の
方
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
家
族
や
友

人
同
士
で
楽
し
む
様
子
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

同
日
開
催
の
「
龍
谷
賞
贈

呈
式
」（
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス　

顕
真
館
）
で
は
、
今
年
度
龍

谷
賞
を
受
賞
さ
れ
た
林
家
染

二
師
匠
か
ら
舞「
か
っ
ぽ
れ
」

を
、
龍
谷
奨
励
賞
を
受
賞
さ

れ
た
菊
央
雄
司
さ
ん
か
ら
は

三
味
線
の
演
奏
を
披
露
い
た

だ
き
、
贈
呈
式
に
参
列
さ
れ

た
方
々
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

10
月
6
日
、
校
友
音
楽
祭

を
初
め
て
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス

成
就
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
開

催
と
い
う
こ
と
で
、
近
隣
の

砂
川
小
学
校
か
ら
金
管
バ
ン

ド
、
藤
森
中
学
校
の
吹
奏
楽

部
の
生
徒
さ
ん
た
ち
に
も
初

め
て
出
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。オ

ー
プ
ニ
ン
グ
は
ラ
ポ
ー

ル
OB
会
の
熟
成
さ
れ
た
合
唱

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

２
番
手
の
砂
川
小
学
校

は
、
3
〜
5
年
生
の
8
名
の

生
徒
さ
ん
に
よ
る
金
管
バ
ン

ド
。か
わ
い
い
音
色
な
が
ら
も

堂
々
と
し
た
演
奏
で
し
た
。

続
い
て
は
、
23
年
度
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
で
日
本
一
を
受

賞
し
た
龍
谷
大
学
吹
奏
楽
部

の
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
四
重
奏
の

細
や
か
な
技
術
力
の
あ
る
素

晴
ら
し
い
演
奏
。

マ
ン
ド
リ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
は
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
と
学
生
の

共
演
が
す
っ
か
り
定
番
の
上

質
な
音
色
。

そ
し
て
、
45
名
の
大
所
帯

の
藤
森
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏
は
、
調
和
の
と
れ
た
見

事
な
演
奏
で
し
た
。

ト
リ
は
、
龍
谷
大
学
吹
奏

楽
部
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
＆
現
役
生
。

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
圧
巻
の

演
奏
。

恒
例
の
全
体
演
奏
は
「
マ

ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
Ⅱ
」で
、出
演

者
全
員
に
よ
る
合
唱
、演
奏
、

そ
し
て
ダ
ン
ス
。

今
年
も「
お
子
様
広
場
」を

担
当
し
て
く
れ
た
野
外
活
動

部
の
学
生
さ
ん
た
ち
が
手
作

り
し
て
く
れ
た
「
金
色
の
サ

ン
バ
棒
」の
お
か
げ
で
、観
客

の
皆
さ
ま
も
一
緒
に
会
場
が

一
体
と
な
っ
て
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
迎
え
ま
し
た
。

小
学
3
年
生
か
ら
70
代
を

超
え
た
メ
ン
バ
ー
が「
音
楽
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
繋

が
っ
た
大
変
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

出
演
い
た
だ
い
た
砂
川
小

学
校
、
藤
森
中
学
校
の
生
徒

さ
ん
た
ち
も
大
人
に
混
じ
っ

て
堂
々
と
し
た
演
奏
っ
ぷ
り

で
し
た
。い
つ
か
龍
大
吹
奏

楽
部
に
入
部
し
て
演
奏
を
続

け
て
く
れ
る
人
が
出
て
き
ま

す
よ
う
に
…
と
願
っ
て
し
ま

う
音
楽
祭
と
な
り
ま
し
た
。

【
出
演
団
体
】 　

龍
谷
大
学
混
声
合
唱
団
ラ
ポ
ー

ル
OB
会 

　

砂
川
小
学
校
金
管
バ
ン
ド 

　

龍
谷
大
学
吹
奏
楽
部
（
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
） 　

龍
谷
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
＆
現
役
生 

　

藤
森
中
学
校
吹
奏
楽
部 

　

龍
谷
大
学
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

会

第
35
回  

龍
谷
賞
受
賞
者

社
会
に
貢
献
し
、顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た
校
友
会
員（
卒
業
生
）に
対
し
、

「
龍
谷
賞
」「
龍
谷
奨
励
賞
」
と
、
校
友
会
員
に
限
定
せ
ず
に
顕
著
な
活

動
を
さ
れ
た
方
へ
「
龍
谷
特
別
賞
」
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

校
友
音
楽
祭
in
深
草

地
域
の
方
々
と
一
緒
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た

第
39
回
全
国
支
部
長
会
開
催  

ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー

龍
　
谷
　
賞

龍
谷
奨
励
賞

落
語
家（
芸
名
：
林
家
染
二
）

滑
稽
噺
・
芝
居
噺
・
人
情

噺
な
ど
幅
広
い
高
座
は
人
へ

の
優
し
さ
と
温
も
り
に
あ
ふ

れ
、
芸
の
研
鑽
を
積
み
続
け

て
お
ら
れ
ま
す
。

演
奏
家
と
し
て
、
日
本
の

伝
統
音
楽
を
継
承
し
、
そ
の

普
及
・
啓
発
に
貢
献
す
る
業

績
な
ど
か
ら
、「
23
年
度
文
化

庁
芸
術
選
奨
新
人
賞
」
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。豊
か
な
音

楽
表
現
と
確
か
な
技
量
は
、

地
歌
・
箏
曲
を
中
心
に
し
た

伝
統
音
楽
の
み
な
ら
ず
、
現

代
邦
楽
や
オ
ペ
ラ
、
和
太
鼓

等
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
の

活
動
に
も
注
目
さ
れ
て
お

り
、
国
内
外
で
日
本
文
化
の

魅
力
を
広
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。地
歌
発
祥
の
地
で
あ
る

上
方
を
拠
点
と
し
、
地
歌
舞

地
方（
じ
か
た
）と
し
て
の
舞

台
や
テ
レ
ビ
出
演
な
ど
も
通

じ
て
、
伝
統
音
楽
の
未
来
を

担
う
貴
重
な
存
在
と
し
て
期

待
さ
れ
ま
す
。

地
歌
箏
曲
、
平
曲
奏
者

（
芸
名
：
菊
央
雄
司
）

龍
谷
奨
励
賞

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手

龍
谷
大
学
体
育
局
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
主
将
と
し
て

リ
ベ
ロ
で
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。粘
り
強
い
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
が
評
価
さ
れ
、
22
年
に
日

本
代
表
に
初
選
出
さ
れ
ま
し

た
。24

年
「
Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｂ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
リ
ー

グ2024

」
に
お
い
て
レ

ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
準
優
勝
に

貢
献
、
第
33
回
パ
リ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し

て
出
場
し
、
在
学
生
、
教
職

員
、校
友
に
は
も
ち
ろ
ん
、多

く
の
人
々
に
感
動
と
勇
気
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

24
年
9
月
か
ら
は
、
イ
タ

リ
ア
・
セ
リ
エ
Ａ
女
子
ミ
ラ

ノ
に
所
属
さ
れ
、今
後
、ロ
ス

五
輪
を
見
据
え
、
ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

福留  慧美さん
（20年経済卒）

小川  雄司さん
（99年経済卒）

吉田  忠史さん
（85年法卒）

友
会
の
未
来
」で
は
、赤
松
会

長
も
唸
る
ほ
ど
の
様
々
な
意

見
が
出
さ
れ
、
今
後
の
校
友

会
活
動
の
ヒ
ン
ト
を
多
く
得

ら
れ
ま
し
た
。

大
学
時
代
の
思
い
出

私
は
数
学
が
好
き
で
、
文

系
な
ら
経
済
学
部
で
、
ま
た

自
宅
か
ら
通
学
で
き
る
大
学

を
志
望
し
、
指
定
校
推
薦
で

龍
谷
大
学
に
入
学
し
ま
し

た
。高
校
で
は
3
年
間
ラ
グ

ビ
ー
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

し
て
部
活
に
追
わ
れ
る
毎
日

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
大
学
生
活
で
は
自
由
な

時
間
が
欲
し
く
て
毎
日
の
よ

う
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が

ら
英
会
話
を
学
び
、
お
金
が

貯
ま
る
と
旅
行
に
行
く
と
い

う
学
生
時
代
で
し
た
。

そ
ん
な
大
学
生
活
で
特
に

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
必

須
科
目
の
仏
教
学
。大
学
に

入
っ
た
ば
か
り
の
私
に
と
っ

て
鍋
島
先
生
の
仏
教
学
は
と

て
も
分
か
り
や
す
く
、
興
味

深
い
ご
講
義
で
し
た
。人
生

に
影
響
す
る
よ
う
な
お
話

で
、
さ
ら
に
学
び
を
深
め
た

く
、
深
草
か
ら
大
宮
に
鍋
島

先
生
の
お
話
を
聞
き
に
通
っ

て
い
ま
し
た
。

就
職
活
動
と
モ
デ
ル
の
仕
事

就
職
活
動
で
は
当
初
、
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
途
中
で
方

向
転
換
。ア
パ
レ
ル
系
を
目

指
し
最
終
選
考
ま
で
残
り
ま

し
た
が
こ
れ
も
縁
が
な
く
叶

わ
ず
。そ
ん
な
と
き
に
龍
大

ラ
グ
ビ
ー
部
の
留
学
生
か
ら

モ
デ
ル
の
仕
事
の
話
を
聞

き
、
レ
ッ
ス
ン
を
5
ヶ
月
受

け
て
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受

け
ま
し
た
。そ
の
結
果
、歯
の

矯
正
を
条
件
に
合
格
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。今
思
う

と
、
こ
の
方
向
転
換
が
な

か
っ
た
ら
、
今
の
仕
事
に
は

繋
が
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、

人
生
の
大
き
な
分
岐
点
だ
っ

た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

モ
デ
ル
の
仕
事
は
大
変
で

し
た
。シ
ョ
ー
の
仕
事
が
99

パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
か
ら
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
レ
ッ
ス
ン

を
は
じ
め
身
体
を
酷
使
す
る

毎
日
。ダ
イ
エ
ッ
ト
か
ら
内

臓
も
や
ら
れ
、
腰
痛
肩
凝
り

か
ら
整
体
に
通
う
こ
と
も
し

ば
し
ば
。し
か
も
周
り
は
皆

ラ
イ
バ
ル
と
い
う
き
び
し
い

日
々
で
し
た
。

シ
ー
ズ
の
開
業

半
ば
逃
避
的
に
27
歳
で
結

婚
し
ま
し
た
。子
ど
も
と
過

ご
す
毎
日
が
楽
し
く
、
ヒ
ー

ル
で
は
な
く
ス
ニ
ー
カ
ー
を

履
い
て
歩
く
楽
し
さ
か
ら
、

今
の
仕
事
を
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。脚
に
関
す
る

こ
と
は
何
で
も
勉
強
し
ま
し

た
。書
籍
や
資
料
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
整
体
や
理
学
療

法
士
の
先
生
か
ら
も
学
び
、

ち
ょ
う
ど
デ
ュ
ー
ク
更
家
さ

ん
が
ブ
レ
イ
ク
し
た
時
期
に

開
業
。ホ
テ
ル
の
宴
会
場
を

借
り
て
セ
レ
ブ
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
レ
ッ
ス
ン
を
始
め
ま
し

た
。最
初
の
こ
ろ
は
個
人
営

業
で
、
ビ
ラ
配
り
な
ど
全
部

自
分
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
雑
誌
や
テ
レ
ビ
の

取
材
も
入
る
よ
う
に
な
り
、

様
々
な
人
間
関
係
が
広
が

り
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
で
10
年
間

番
組
を
担
当
す
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

今
後
の
取
組
み

経
験
と
共
に
年
齢
を
重
ね

た
今
、
つ
く
づ
く
人
は
健
康

で
な
い
と
キ
レ
イ
は
つ
い
て

こ
な
い
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
ま
す
。そ
の
た
め
に
正
し

い
姿
勢
や
歩
き
方
、
靴
の
選

び
方
を
知
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。今
ま
で
何
万
人
も

の
歩
き
方
を
見
て
き
て
自
分

の
中
に
膨
大
な
統
計
が
で
き

て
い
ま
す
。歩
き
方
の
癖
や

靴
の
減
り
方
な
ど
か
ら
体
型

が
分
か
り
ま
す
。健
康
に
過

ご
す
た
め
に
は
脚
が
衰
え
な

い
よ
う
な
予
防
が
大
切
で
、

日
本
は
靴
文
化
が
ま
だ
浅
い

の
で
、
そ
の
知
識
を
伝
え
る

こ
と
も
必
要
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

現
在
は
不
登
校
な
ど
の
生

徒
が
通
う
高
校
で
、
文
化
祭

の
お
披
露
目
で
の
ポ
ー
ジ
ン

グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の

指
導
も
し
て
い
ま
す
。生
徒

た
ち
に
は
そ
の
楽
し
さ
や
達

成
感
を
味
わ
っ
て
欲
し
い
で

す
し
、
今
後
の
人
生
の
中
の

ど
こ
か
に
役
立
て
る
こ
と
が

あ
れ
ば
と
い
う
思
い
で
日
々

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

受賞者のみなさん

ま
た
、終
了
後
、懇
親
会
場

（
22
号
館
）へ
の
道
中〝
ミ
ニ

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
〟
を
実

施
し
、
完
成
間
近
な
深
草

キ
ャ
ン
パ
ス
内
3
つ
の
新
棟

「
灯と

う

炬こ

館か
ん

」「
慧え

光こ
う

館か
ん

」「
聞も

ん

思し

館か
ん

」
と
南
北
接
続
上
空
通
路

「
結ゆ

い

連れ
ん

橋き
ょ
う

」を
見
な
が
ら
変
わ

り
ゆ
く
龍
谷
大
学
の
姿
を
感

じ
つ
つ
、
彩
り
豊
か
な
食
事

を
楽
し
み
、
さ
ら
に
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
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入
澤
学
長
「
問
わ
ず
語
り
」

親
鸞
聖
人
生
誕
850
年
に
際
し
、そ
の
教
え
を
聞
く

あ
る
日（
22
年
6
月
15
日
）の
学
長
法
話
よ
り

イラスト　小西智子

『
何
の
た
め
に
生
ま
れ
て
、

何
を
し
て
生
き
る
の
か
』

連
日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
惨

状
の
報
道
で
心
を
痛
め
て
お

ら
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
が
始
ま
っ
た
の
は
、

22
年
2
月
24
日
。こ
の
戦
争

が
こ
れ
ま
で
の
世
界
平
和
を

脅
か
し
て
い
ま
す
。ソ
マ
リ

ア
を
は
じ
め
と
す
る
ア
フ
リ

カ
諸
国
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
小
麦
が
入
っ
て
こ
な
い

と
い
う
こ
と
で
食
糧
危
機
に

陥
り
、
今
危
機
的
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
我
が
国
に
目
を
転
じ

て
み
て
も
、「
子
供
の
貧
困
」

と
い
う
こ
と
が
大
き
な
問
題

と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
ま
す
。全
国
各
地
に

子
ど
も
食
堂
と
い
う
も
の
が

あ
り
、
本
学
で
も
そ
の
子
ど

も
食
堂
の
活
動
を
続
け
て
お

ら
れ
る
ゼ
ミ
が
あ
り
、
学
生

さ
ん
が
い
る
と
い
う
こ
と
を

聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。

食
の
問
題
、
こ
れ
は
私
た

ち
の
生
死
に
関
わ
る
こ
と
で

す
。食
を
分
か
ち
与
え
る
と

い
う
こ
と
で
思
い
起
こ
さ
れ

る
の
が
、
自
分
の
顔
で
あ
る

ア
ン
パ
ン
を
お
腹
の
空
い
た

人
に
与
え
る
と
い
う
、
皆
さ

ん
よ
く
ご
存
じ
の
「
ア
ン
パ

ン
マ
ン
」で
す
。学
生
の
皆
さ

ん
も
小
さ
い
頃
よ
く
ご
覧
に

な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方

も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。そ
し
て
今
、子
育
て

に
勤
し
ん
で
お
ら
れ
る
職
員

さ
ん
の
中
に
は
、
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
ご
覧
に
な
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
。

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
い
う
主

人
公
を
創
り
出
し
た
の
は
、

や
な
せ
た
か
し
さ
ん
と
い
う

方
で
す
。私
が
小
学
生
の
頃

「
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
」と
い

う
歌
を
音
楽
の
時
間
に
歌
っ

た
も
の
で
す
が
、
作
詞
し
た

の
が
、
や
な
せ
た
か
し
さ
ん

だ
っ
た
の
で
、私
は
、や
な
せ

た
か
し
と
い
う
方
は
作
詞
家

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

彼
は
多
彩
な
活
動
を
さ
れ

て
い
た
方
で
漫
画
家
で
も
あ

り
、
絵
本
作
家
で
も
あ
り
ま

す
。ア

ン
パ
ン
マ
ン
が
登
場
し

た
の
は
73
年
フ
レ
ー
ベ
ル
館

か
ら
発
刊
さ
れ
た
「
キ
ン

ダ
ー
お
は
な
し
え
ほ
ん
」
に

掲
載
さ
れ
た
の
が
最
初
で

す
。そ
の
時
は「
ア
ン
パ
ン
マ

ン
」は
平
仮
名「
あ
ん
ぱ
ん
ま

ん
」で
あ
り
、や
な
せ
さ
ん
の

著
書
『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
遺

書
』（
岩
波
現
代
文
庫
）
と
い

う
本
に
、
最
初
は
も
の
す
ご

く
評
判
が
悪
か
っ
た
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。顔
の
一
部
を

分
け
与
え
る
な
ん
て
、
そ
ん

な
グ
ロ
テ
ス
ク
な
話
が
あ
る

か
、
残
酷
な
話
が
あ
る
か
と

い
う
こ
と
で
、
初
め
は
読
者

か
ら
も
出
版
社
か
ら
も
批
判

の
声
が
上
が
っ
た
そ
う
で

す
。と

こ
ろ
が
、
彼
は
書
き
続

け
ま
し
た
。そ
し
て
88
年
に

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ「
そ
れ
い

け　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
が
開

始
さ
れ
、「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」

が
一
躍
全
国
に
広
ま
り
、
多

く
の
子
ど
も
を
引
き
付
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

人
の
心
に
も
善
悪
の
心
が

あ
っ
て
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

て
も
大
事
で
す

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
い
う
主

人
公
は
、ひ
も
じ
い
人
、困
っ

て
い
る
人
を
助
け
ま
す
。こ

れ
ま
で
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
は

違
っ
て
ス
ー
パ
ー
マ
ン
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。最
初
は
ば
い

き
ん
ま
ん
に
す
ぐ
に
や
ら
れ

て
し
ま
う
。し
か
し
、ジ
ャ
ム

お
じ
さ
ん
が
作
っ
た
新
し
い

顔
を
つ
け
か
え
る
こ
と
で
力

を
発
揮
す
る
。ま
た
、敵
役
の

ば
い
き
ん
ま
ん
も
非
常
に
愛

ら
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、

い
つ
も
悪
さ
を
す
る
の
で
す

が
、
悪
さ
を
し
て
ア
ン
パ
ン

マ
ン
に
叱
ら
れ
た
り
や
っ
つ

け
ら
れ
た
り
す
る
と
、「
な
ん

で
俺
っ
て
駄
目
な
ん
だ
ろ

う
」
と
反
省
を
す
る
憎
め
な

い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

私
も
子
育
て
の
時
に
よ
く

子
ど
も
と「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」

を
見
て
お
り
ま
し
た
。子
ど

も
も
成
長
し
、
私
が
教
員
の

立
場
で「
仏
教
の
思
想
」と
い

う
科
目
を
担
当
し
て
い
た

頃
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
仏
陀

の
教
え
を
ど
の
よ
う
に
伝
え

る
か
、
と
い
う
こ
と
で
苦
し

み
悩
み
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
テ
レ
ビ

を
つ
け
た
ら
ち
ょ
う
ど
「
ア

ン
パ
ン
マ
ン
」
が
や
っ
て
い

て
、ま
だ
や
っ
て
る
の
か
、と

い
う
く
ら
い
の
軽
い
気
持
ち

で
見
て
い
た
の
で
す
が
、
そ

の
時
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
テ
ー

マ
曲
『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の

マ
ー
チ
』
を
あ
ら
た
め
て
聞

い
て
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

「
何
の
た
め
に
生
ま
れ
て
、

何
を
し
て
生
き
る
の
か
」、子

ど
も
向
け
の
番
組
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
テ
ー
マ
曲

の
歌
詞
に
そ
の
よ
う
な
重
い

言
葉
、
重
い
テ
ー
マ
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
ま

ま
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
番
組
を

見
て
い
ま
し
た
ら
、
ア
ン
パ

ン
マ
ン
の
活
動
と
い
う
の

が
、
常
に「
困
っ
て
い
る
人
」

「
他
者
の
た
め
に
」と
い
う
前

提
が
あ
る
。そ
れ
が
人
間
が

「
何
の
た
め
に
生
ま
れ
て
、何

を
し
て
生
き
る
の
か
」
と
い

う
歌
詞
に
見
事
に
呼
応
し
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。

「
分
か
ち
合
い
」と
は「
仏
教

思
想
」に
お
け
る「
布
施
」と

い
う
こ
と
で
す

や
な
せ
た
か
し
さ
ん
は
、

初
め
は
世
の
中
に
認
め
ら
れ

ず
、
批
判
が
あ
っ
た
ア
ン
パ

ン
マ
ン
の
作
品
を
描
き
続
け

ま
し
た
。そ
れ
は
彼
が
戦
争

の
真
っ
只
中
に
、
戦
争
の
悲

惨
さ
、
飢
え
に
苦
し
む
人
々

の
そ
の
悲
惨
な
現
場
を
知
っ

て
い
て
、
大
人
で
あ
れ
子
ど

も
で
あ
れ
人
間
に
と
っ
て
何

が
本
当
に
大
切
な
の
か
、
と

い
う
こ
と
に
信
念
を
持
っ
て

描
き
続
け
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。そ
の
想
い
に
触
れ
た
時

に
、
私
は
目
が
覚
め
た
よ
う

な
思
い
が
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の「
分
か
ち
合
い
」と
い

う
こ
と
は
、
自
分
自
身
が「
仏

教
の
思
想
」
で
何
度
も
何
度

も
教
え
て
い
る「
布
施
」と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。「
布
施
」と

い
う
の
は
今
で
は
僧
侶
の
方

に
お
経
を
読
ん
で
も
ら
い
、

そ
の
お
礼
と
し
て
「
お
布
施
」

と
い
う
形
で
お
金
を
差
し
出

す
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
ま

り
に
も
強
い
の
で
す
が
、「
布

施
」と
い
う
の
は
本
来
、
古
代

イ
ン
ド
の
言
葉
「
ダ
ー
ナ
」と

い
う「
与
え
る
こ
と
」と
い
う

意
味
な
の
で
す
。

与
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

与
え
る「
誰
か
」が
い
る
わ
け

で
す
。
他
者
が
前
提
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
。
お
金
を

持
っ
て
い
な
い
人
で
も
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
、「
布
施
」

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

「
無
財
の
七
施
」と
い
う
言
葉

が
経
典
の
中
に
出
て
ま
い
り

ま
す
。

財
が
な
く
て
も
で
き
る
施

し
が
七
つ
あ
る
と
い
う
意
味

な
の
で
す
が
、こ
の「
無
財
の

七
施
」
の
中
に
穏
や
か
な
顔

を
相
手
に
与
え
る「
和わ

顔げ
ん

」と

い
う
言
葉
が
出
て
ま
い
り
ま

す
。こ
の
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス

に「
和
顔
館
」と
い
う
建
物
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の「
和
顔
」

と
い
う
言
葉
は
仏
教
に
由
来

し
て
い
る
の
で
す
。「
無
財
の

七
施
」の
中
に
は
、相
手
に
優

し
い
言
葉
を
か
け
る
「
言ご

ん

辞じ

施せ

」
と
い
う
言
葉
で
示
さ
れ

て
い
ま
す
が
、「
愛
語
」と
も

言
い
ま
す
。「
和
顔
愛
語
」
と

い
う
言
葉
も
経
典
の
中
に
出

て
き
ま
す
。

そ
し
て「
無
財
の
七
施
」の

中
で
、
最
初
に
あ
げ
ら
れ
る

の
が
「
眼げ

ん

施せ

」。「
眼
」
と
い
う

字
は「
ま
な
こ
」と
い
う
字
で

す
が
、「
ま
な
こ
を
施
す
」と

は
何
か
と
言
い
ま
す
と
、「
眼

差
し
」で
す
。

優
し
い
眼
差
し
を
相
手
に

与
え
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。私
達
の
日
常
生
活
と
い

う
の
は
、
家
庭
で
も
職
場
で

も
学
校
で
も
ほ
と
ん
ど
の
苦

し
み
、
悩
み
と
い
う
の
は
人

間
関
係
か
ら
生
ま
れ
て
い
ま

す
。相
手
に
優
し
い
眼
差
し

を
向
け
る
、
穏
や
か
な
顔
を

与
え
る
、
優
し
い
言
葉
を
か

け
る
、
そ
う
い
う
こ
と
が
経

典
の
中
に
出
て
く
る
わ
け
で

す
。仏

教
と
い
う
の
は
堅
苦
し

い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
さ
れ

ま
す
が
、
と
り
わ
け
大
乗
仏

教
は
、私
達
の
日
常
生
活
、日

常
を
営
む
に
あ
た
っ
て
何
が

大
切
か
と
い
う
こ
と
が
説
か

れ
て
い
ま
す
。「
眼
差
し
の
布

施
」と
い
う
こ
と
も
、恐
ら
く

多
く
の
方
は
そ
れ
が
お
布

施
？
と
思
う
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。裏
を
返
せ
ば
い
か
に
私

達
の
日
常
と
い
う
も
の
が
、

ギ
ス
ギ
ス
し
た
も
の
に
な

り
、
お
互
い
が
自
分
を
正
し

い
と
思
っ
て
、
そ
こ
で
争
い

が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
す

ね
。そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、

仏
教
の
教
え
が
あ
る
わ
け
で

す
。

「
布
施
」
と
い
う
の
は
繫
が

る
こ
と

今
大
学
の
最
高
意
思
決
定

機
関
で
、
こ
の
深
草
キ
ャ
ン

パ
ス
を
ど
の
よ
う
に
整
備
し

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
議

論
さ
れ
て
い
ま
す
。学
生
の

皆
さ
ん
に
学
び
の
意
欲
を
か

き
た
て
る
環
境
を
提
供
す
る

こ
と
、
こ
れ
が
大
学
の
務
め

で
あ
り
ま
す
。考
え
て
み
る

と
、教
育
と
い
う
も
の
も「
布

施
」
な
ん
で
す
ね
。
研
究
者

や
長
年
に
わ
た
っ
て
教
育
活

動
を
続
け
て
お
ら
れ
る
方
々

が
、
自
分
の
知
識
を
学
生
さ

ん
に
提
供
す
る
、
与
え
る
。

私
達
の
日
常
生
活
上
に
何
が

大
切
か
を
与
え
る
た
め
に

は
、
分
か
ち
合
う
た
め
に
は

相
手
の
こ
と
を
見
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。実
は
「
布
施
」
と

い
う
の
は
、
繫
が
る
こ
と
な

の
で
す
。繫
が
り
が
い
か
に

大
切
か
、
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
と
い
う
報
道
を

見
る
に
つ
け
、
分
断
そ
し
て

対
立
、
こ
れ
は
繫
が
り
の
真

反
対
の
状
況
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

私
達
の
建
学
の
精
神
、
そ

れ
は
浄
土
真
宗
の
精
神
。建

学
の
精
神
「
阿
弥
陀
仏
の
誓

願
」と
い
う
、分
か
り
や
す
く

言
う
と
一
切
衆
生
を
救
う
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
私
も
救

わ
れ
な
い
。こ
れ
が
阿
弥
陀

如
来
の
誓
願
の
構
造
で
す
。

あ
な
た
が
救
わ
れ
な
い
限

り
私
も
救
わ
れ
な
い
。こ
れ

は
繫
が
り
の
究
極
体
と
言
え

る
も
の
と
私
は
理
解
し
て
い

ま
す
。す
べ
て
の
命
が
尊
い
、

す
べ
て
の
命
を
大
切
に
す
る

「
平
等
の
心
」。こ
れ
も
本
学

の
建
学
の
精
神
か
ら
出
て
く

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。そ
し

て
人
類
の
対
話
と
共
存
を
願

う
「
平
和
の
心
」。こ
れ
も
本

学
の
建
学
の
精
神
か
ら
出
て

き
ま
す
。

世
界
情
勢
が
非
常
に
不
安

定
な
中
、
そ
し
て
ま
た
先
進

国
が
軍
事
力
を
強
化
し
よ
う

と
し
て
い
る
状
況
の
中
に

あ
っ
て
本
学
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
い
う
の
は
、

現
代
社
会
に
欠

け
て
い
る
も
の

を
ず
ば
り
表
明

し
て
い
る
、
と

私
は
受
け
止
め

て
い
ま
す
。学

生
さ
ん
の
中
に

は
、
地
域
に
貢

献
し
、
さ
ら
に

は
地
球
に
貢
献

す
る
と
い
う
遠

大
な
心
を
も
っ

て
活
動
に
あ

た
っ
て
く
れ
て

い
る
学
生
さ
ん

が
い
ま
す
。コ

ロ
ナ
前
、
砂
川

小
学
校
で
あ
る
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。そ
こ
に
は
こ

の
地
域
の
町
内
会
の
役
員
さ

ん
達
が
集
ま
っ
て
い
ま
し

た
。そ

の
時
私
に
対
し
て
、
龍

大
生
の
お
か
げ
で
深
草
の
街

が
充
実
す
る
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
、
と
い
う
声
を
何
人

か
の
役
員
さ
ん
か
ら
か
け
ら

れ
ま
し
た
。京
都
の
風
物
詩

で
あ
る
夏
の
地
蔵
盆
。子
ど

も
と
遊
ぶ
人
が
ど
ん
ど
ん
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、

龍
大
生
が
地
蔵
盆
に
参
加
し

て
、
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん

で
く
れ
て
い
る
。そ
う
い
う

こ
と
の
積
み
重
ね
が
、
地
域

の
方
々
か
ら
信
頼
を
得
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
イ

ベ
ン
ト
の
際
、
町
内
会
長
さ

ん
が
私
の
耳
元
で
、
京
阪
深

草
駅
の
駅
名
に「
龍
大
」と
い

う
名
前
を
入
れ
る
こ
と
を
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
賛
成
し
て

く
れ
て
い
ま
す
、
と
言
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。そ
れ
ま

で
先
人
が
苦
労
に
苦
労
を
重

ね
て
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来

る
京
阪
の
駅
名
に
龍
谷
大
学

の
名
を
何
と
か
入
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
と
取
り
組
ん

で
き
た
職
員
さ
ん
た
ち
、
さ

ら
に
龍
大
生
が
地
域
の
人
達

の
た
め
に
貢
献
し
て
く
れ
て

い
た
こ
と
が
こ
の
地
域
の

方
々
の
信
頼
を
勝
ち
得
る
こ

と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま

す
。私
は
龍
谷
大
学
の
学
生

さ
ん
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

す
。皆
が
気
付
か
な
い
、こ
う

い
う
と
こ
ろ
に
困
っ
て
い
る

ん
だ
、
そ
れ
に
対
し
て
最
適

な
解
と
い
う
も
の
を
見
出
そ

う
と
向
き
合
っ
て
く
れ
て
い

る
の
で
す
。こ
の
度
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
件
に
し
て
も
、
こ

の
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
大

宮
で
も
瀬
田
で
も
「
少
し
で

も
困
っ
て
い
る
人
に
寄
付

を
」
と
呼
び
掛
け
て
く
れ
た

学
生
さ
ん
た
ち
。そ
こ
に
寄

付
し
て
く
れ
た
人
た
ち
、
10

円
で
も

100
円
で
も
と
そ
の
行

為
に
よ
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支

援
と
い
う
こ
と
で
、
世
界
に

目
を
開
く
き
っ
か
け
が
与
え

ら
れ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
こ

れ
は
非
常
に
尊
い
活
動
で
あ

る
と
私
は
思
い
ま
す
。そ
う

し
た
学
生
さ
ん
が
増
え
て
き

て
い
る
、
こ
の
学
び
舎
が
充

実
し
た
も
の
に
な
り
つ
つ
あ

る
、
と
い
う
こ
と
に
対
し
て

皆
様
方
に
感
謝
申
し
あ
げ
、

本
日
の
法
話
に
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

や
な
せ
た
か
し
さ
ん
に
関
す
る
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※ 各回要事前申込（先着順、定員有）

4 月12日（土）【深草キャンパス：顕真館】
　鍋島　直樹氏（龍谷大学文学部教授）
　秋川　雅史氏（テノール歌手）
7 月26日（土）【大宮キャンパス：東黌】
　天岸　淨圓氏（行信教校校長）
　林家　染二氏（落語家）
11月29日（土）【大宮キャンパス：東黌】
　英月氏（真宗佛光寺派大行寺住職）
　山本　浩之氏（アナウンサー）

※ お申し込み等の詳細は
校友会 HP からお願い
します。

！
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校友会報第 100 号記念として、「ずばり、お題
を『龍大』として川柳を集めたら、卒業生、現
役学生の目線は違うのだろうか、共通点はどん
なことなのだろうか…。」とワクワクしながら
ご応募を待ちました。
結果、卒業生 99 名、現役学生から 166 名のご
応募をいただき、投句総数は 1,966 句にのぼり、
選考委員会は嬉しい悲鳴をあげながら 10 句を
選ばせていただきました。

応募いただいた川柳の印象は、卒業生、現役学
生問わず、全体的に「やはり、まじめだなあ」
という点でしょうか。そして、2,000 句近いご
応募があった中に、批判的な言葉がほとんどな
く、人を思いやる言葉やほのぼのとした句が多
かったことも龍谷大学で学生時代を送った、ま
た送っている私たちの共通点なのかと感じた次
第です。
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支
部
の
活
動
報
告

龍Ron

小
町  

総
会
と
支
部
活
動
報
告

経済学部同窓会
第 9 回ビジネスミーティングを開催しました

　11 月 3 日、第９回ビジネス・ミーティングを開催。AI 活用のスペシャリストの國本知里氏
（Cynthialy 株式会社 代表取締役 CEO）に「生成 AI で拓くキャリアとビジネスの新時代」と
題してご講演いただきました。約 120 名の
卒業生・学生が参加。参加者からは、「生
成ＡＩについて体系的に知識を深めること
ができました」などの感想をいただき、そ
の後の懇親会も名刺交換が活発になされる
など大いに盛り上がりました。

  
法学部同窓会

法学部同窓会 50 周年記念事業を開催しました
　11 月 16 日、法学部同窓会設立 50
周年記念パーティーを「つながろう
これからも」と「ＡＬＬ龍谷で」を
コンセプトにホテルニューオオタニ
大阪で開催しました。当日は、700
名を超える卒業生、入澤学長をはじ
めとする教職員の方々が参加してく
ださいました。
　第 1 部は、日本一の吹奏楽部の演
奏と山本浩之アナウンサー（1985 年
法卒）の司会でスタートし、式典では
東京オリンピック音楽監督の田中知之氏（1989 年法卒）のトークショー。第 2 部のパーティー
では、2024 年度龍谷賞を受賞された林家染二氏（1985 年法卒）へのお祝い、バトン・チア
SPIRITS の演舞、つじあやの氏（2000 年文卒）のライブと盛りだくさんなプログラム。パー
ティーの締めくくりは、50 年間を音楽で振り返る田中知之
氏による DJ ショーでは会場がディスコタイムに。世代を超
えて大いに盛り上がりました。最後は「四弘誓願」のチャ
イムで大盛況のうちに幕を閉じました。今後も「同窓生が
つながれる行事」を企画していきますので、法学部同窓会
をこれからもよろしくお願いいたします。

　　    移動法律相談を今年も開催
　9 月 29 日、50 周年事業の一環として学生法
律相談部の無料相談を大学、実務家ＯＢと共に
鹿児島で開催しました。政策学部同窓会

9 月 7 日、深草キャンパスにて、政策学部設立 10 周年の事前イベ
ント「（プレ）ミートアップ！2025」を開催しました。全国から 100 名を
超える卒業生が集まり、9 名の先生方に連続講義をいただき、その
後は交流食事会を楽しみました。社会人になった今だからこそ先生
方のお話が心に響き、学び続けることの大切さにあらためて気づけ
たように思います。交流会では、世代を超えたコミュニケーションが
生まれ、今年秋に開催予定の、「10 周年記念フェス（仮）」に向けた良
いネットワーキングの場になりました。

今後も SNS などで情報発信をしていきます。

国際学部同窓会
2024 年度　卒業生・恩師のつどいを開催しました

11 月 2 日、深草キャンパスにて、５年ぶりに「国
際学部（国際文化学部）同窓会〜卒業生・恩師の
つどい〜」を開催しました。当日は、龍祭の模擬店
も中止になるほどのあいにくの悪天候で、欠席さ
れた方も多くいらっしゃいましたが、お越しいた
だいたみなさまは久方ぶりの再会を喜び、終始と
ても和やかで楽しい時間を過ごされていました。

このイベントは今後も隔年での開催予定です。
国際学部、国際文化学部を卒業されたみなさま、ご都合が合いましたらぜひご参加ください。

農学部同窓会
10 月 27 日、龍谷祭の 2 日目に瀬田キャンパスにて「農学部同窓会

ホームカミングデー」を開催し、校友会や農学部同窓会の活動につい
て報告させていただきました。会場の 9 号館大会議室にはお菓子や
ジュースをご用意し、卒業生、先生方が自由に歓談できる場としまし
た。終始、温かい雰囲気の中で、それぞれの思い出話や近況報告があ
り、充実した時間となりました。また、校友会本部事業の「煩悩とクリ
エイティビティ」というイベントの一環で「あなたの煩悩を聞かせてく

ださい」というカードをお配り
したところ、参加者の皆さんが「抱えている煩悩」を書い
てくださり、さらに盛り上がりました。2025 年度も瀬田
龍谷祭にあわせて新たなイベントを企画しております。
情報は各種 SNS で発信していきます。皆様のご参加を
心よりお待ちしております。

寝
屋
川
市
役
所
支
部

（
紫
友
会
）

10
月
12
日
、
深
草
キ
ャ
ン

パ
ス
で
40
周
年
記
念
事
業
を

開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
は
、
深
尾
昌
峰
副

学
長
（
政
策
学
部
教
授
）
に
、

「
地
域
が
地
域
で
あ
り
続
け

る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。紫

友
会
は
、
寝
屋
川
市
と
い
う

地
域
に
向
き
あ
う
こ
と
が
職

務
で
あ
る
職
員
の
集
り
で
、

あ
ら
た
め
て
「
地
域
に
向
き

男
声
合
唱
団

10
月
6
日
、
深
草
キ
ャ
ン

パ
ス
顕
真
館
で
、
男
声
合
唱

団
100
周
年
記
念
演
奏
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
約

300
名
の
団
員

Ｏ
Ｂ
や
現
役
の
学
生
、家
族
、

友
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

龍
谷
大
学
男
声
合
唱
団
は

一
九
二
一
年
（
大
正
10
年
）

「
仏
教
大
学
声
楽
部
」（
翌
年

に
は「
龍
谷
大
学
声
楽
部
」に

改
称
）
と
し
て
創
設
さ
れ
、

「
仏
教
聖
歌
の
研
究
・
普
及
」

と
い
う
理
念
の
も
と
、
常
に

仏
教
聖
歌
を
歌
い
続
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。

仏
教
音
楽
の
歴
史
は
古

く
、
声
明（
僧
侶
が
唱
え
る
声

楽
全
般
を
指
す
言
葉
）
に
由

来
す
る
も
の
で
す
が
、
そ
こ

に
洋
楽
の
手
法
を
取
り
入
れ

た
も
の
が
仏
教
聖
歌
と
な
り

ま
す
。演
奏
さ
れ
始
め
た
の

は
大
正
末
期
か
ら
昭
和
に
か

け
て
と
の
こ
と
で
す
の
で
、仏

教
聖
歌
も
こ
の
頃
か
ら
少
し

ず
つ
作
曲
さ
れ
、
私
達
合
唱

団
が
先
駆
者
と
し
て
歌
い
継

い
だ
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

時
を
経
て
、
21
年
に

100
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。恐
ら
く
、

数
多
く
の
大
学
合
唱
団
で
も

100
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
い
る

合
唱
団
は
多
く
は
な
い
で

し
ょ
う
。今
回
の
演
奏
会
は

２
年
前
か
ら
企
画
し
実
現
し

た
演
奏
会
で
し
た
。私
達
は

仏
教
聖
歌
を
こ
よ
な
く
愛

し
、
歌
い
続
け
て
き
ま
し
た

の
で
、
そ
れ
を
合
唱
す
る
こ

と
で

100
年
を
振
り
返
る
新
し

い
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

（
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
幹
事
長 

菊
地
俊
明
）

剣
道
部

12
月
14
日
、
龍
谷
大
学
学

友
会
体
育
局
剣
道
部
創
部

100

周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。本
願
寺
聞
法
会
館

で
物
故
者
追
悼
法
要
が
厳
粛

に
執
り
行
わ
れ
た
後
、
場
所

を
京
都
東
急
ホ
テ
ル
に
移
し

て
記
念
祝
賀
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
、現
役
学
生
、関

係
者
の
約

250
名
が
集
ま
り
、

懐
か
し
い
再
会
や
現
役
学
生

と
の
交
流
に
会
場
は
笑
顔
で

溢
れ
ま
し
た
。

ま
た
、ご
来
賓
と
し
て
、龍

谷
大
学
入
澤
崇
学
長
、
校
友

会
赤
松
徹
眞
会
長
を
は
じ
め

と
す
る
大
学
関
係
の
皆
さ

ま
、
京
都
府
剣
道
連
盟
副
会

長
伊
藤
雄
三
郎
先
生
（
剣
道

範
士
）
を
は
じ
め
と
す
る
各

剣
道
連
盟
の
先
生
方
な
ら
び

に
他
大
学
剣
道
部
の
先
生
方

が
、
多
数
ご
列
席
さ
れ
大
盛

会
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、現
役
学
生
、監
督

Facebook

Instagram LINE

X
HP

Facebook

X

LINE

100
周
年
記
念
事
業
か
ら
力
強
い
抱
負
が
語
ら

れ
、
盛
り
上
が
り
も
最
高
潮

に
。剣
道
部
歌
、学
歌
を
熱
唱

し
、
忘
れ
ら
れ
な
い
記
念
式

典
と
な
り
ま
し
た
。

40
周
年
記
念
事
業
を
開
催

大
分
県
支
部

9
月
29
日
、日
田
市「
パ
ト

リ
ア
日
田
」に
て
、設
立
40
周

年
記
念
事
業
を
開
催
。記
念

事
業
を
検
討
し
て
い
た
頃
、

日
田
市
教
育
委
員
会
よ
り

「
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
公
開
講
座
」
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
の
提
案
を
い
た
だ

き
、「
龍
谷
大
学
心
の
講
座
」

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

大
分
県
は
広
い
の
で
、
参

加
者
は
大
分
市
、
別
府
市
か

ら
乗
車
で
き
る
貸
切
バ
ス
で

日
田
市
・
咸
宜
園
に
向
か
い
、

ま
ず
は
咸
宜
園
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の

後
、「
咸
宜
園
と
西
本
願
寺
学

林
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
本
願

寺
史
料
研
究
所
研
究
員
の
小

林
健
太
先
生（
13
年
文
院
了
）

に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。江
戸
時
代
後
期
に
生
ま

れ
た
儒
学
者
・
廣
瀬
淡
窓
が

開
い
た
日
本
最
大
規
模
の
私

塾（
学
校
）の「
咸
宜
園
」に
つ

い
て
学
ぶ
と
い
う
貴
重
な

テ
ー
マ
で
見
学
＆
講
演
会
の

充
実
し
た
記
念
事
業
を
満
喫

し
ま
し
た
。

（
支
部
長　

田
丸
俊
昭
）

7
面
に
つ
づ
く

　10 周年事前イベントを開催しました
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今も使える
仏教用語

コラム

「利他」社会学部　教授
井上見淳（01 年文院了）

第
9
回
総
会

8
月
4
日
、深
草
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
龍Ron

小
町
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
龍Ron

小
町

の
松
田
会
長
か
ら
挨
拶
と
林

副
会
長
か
ら
23
年
度
の
活
動

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
の
後
は
、23
年
度
龍
谷

賞
受
賞
の
宮
本
啓
子
氏（
68
年

短
期
大
学
部
卒
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ケ
ア

協
会
理
事
長
）
に
よ
る
「
ひ
と

り
ひ
と
り
の
命
が
輝
く
た
め

に
」と
題
し
た
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

「
だ
れ
で
も 

ど
こ
で
も 

い
つ

で
も 
楽
し
め
る 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
ケ
ア
」は
、誰
も
が
同
じ
ス

テ
ー
ジ
で
仲
良
く
元
気
に
楽
し

め
る
メ
ソ
ッ
ド
で
、
差
別
の
な

最
近
、
本
や
論
文
、
他
の
メ

デ
ィ
ア
な
ど
で
「
利
他
」
と
い

う
言
葉
を
普
通
に
見
か
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。特
に
コ

ロ
ナ
禍
以
降
、目
に
す
る
機
会

が
増
え
た
気
が
し
ま
す
。龍
谷

大
学
で
も
創
立

380
周
年
を
機

に
「
自じ

省せ
い

利り

他た

」
を
行
動
哲
学

と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
利
他
と
い
う
仏
教
用

語
は
、
他
者
に
福
利
を
与
え
、

苦
し
み
を
取
り
除
く
こ
と
が

基
本
的
な
意
味
で
す
。し
か
し

今
や
現
代
社
会
を
一
人
歩
き

し
て
い
る
こ
の
言
葉
に
は
、危

険
な
気
配
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

中
島
岳
志
氏
の『
思
い
が
け

ず
利
他
』（
２
０
２
１
年
、ミ
シ

マ
社
）に
は
次
の
よ
う
な
一
節

が
あ
り
ま
す
。

「
一
見
す
る
と
、
利
他
的
な

こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
端は

し

々ば
し

に〈
い
い
人
だ
と
思

わ
れ
た
い
〉〈
称
賛
を
得
た
い
〉

と
い
う
よ
う
な
下
心
が
見
え

隠
れ
し
て
い
る
と
、や
は
り
そ

の
人
は
〈
利
己
的
な
人
〉
と
見

な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。〈
あ
の
人
、褒
め
ら

れ
た
い
か
ら
や
っ
て
る
だ
け

だ
よ
ね
〉と
思
う
と
、
途
端
に

〈
利
他
的
な
行
為
〉
が
う
さ
ん

臭
く
見
え
ま
す
よ
ね
」
と
。そ

し
て
中
島
氏
は
こ
う
も
言
っ

て
い
ま
す
。「〈
利
他
〉
と
〈
利

己
〉。こ
の
両
者
は
反
対
語
と

い
う
よ
り
も
、ど
う
も
メ
ビ
ウ

ス
の
輪
の
よ
う
に
繋
が
っ
て

い
る
も
の
の
よ
う
で
す
」
と
。

私
も
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま

す
。実

は
親
鸞
聖
人
は
こ
こ
に

深
く
注
目
さ
れ
た
方
で
す
。人

間
が
行
う
善
行
を
「
雑ぞ

う

毒ど
く

の

善
」（
信
文
類
）と
表
現
し
、
私

た
ち
に
は
利
己
的
な
毒
の
雑ま

じ
っ
た
善
し
か
行
え
な
い
と

言
い
切
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。ま

た『
歎
異
抄
』に
は「
今こ

ん

生じ
ょ
う

に
、

い
か
に
い
と
ほ
し
不ふ

便び
ん

と
お

も
ふ
と
も
、存
知
の
ご
と
く
た

す
け
が
た
け
れ
ば
こ
の
慈
悲

始
終
な
し
」（
第
４
条
）と
、
私

た
ち
が
ど
の
よ
う
に
他
者
へ

心
を
寄
せ
た
と
し
て
も
、思
っ

た
よ
う
に
助
け
る
こ
と
な
ど

で
き
ず
、そ
の
慈
悲
の
思
い
は

す
べ
て
中
途
半
端
に
し
か
な

ら
な
い
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
「
自
省
」

の
言
葉
は
、実
際
に
他
者
の
救

済
を
何
度
も
試
み
た
こ
と
の

あ
る
人
か
ら
し
か
出
て
こ
な

い
で
し
ょ
う
ね
。親
鸞
聖
人
は

こ
う
し
た
人
間
と
し
て
の
限

界
の
「
壁
」
に
何
度
も
突
き
当

た
っ
た
方
な
の
で
す
。時
に

は
、浄
土
三
部
経
を
千
回
読
む

こ
と
で
人
々
を
救
お
う
と
呪

術
的
な
救
済
を
行
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。し
か
し
こ
れ
は

す
ぐ
に
止
め
ま
し
た
。そ
れ

は
、こ
の
阿
弥
陀
如
来
の
救
い

に
出
あ
っ
た
者
が
本
当
に
や

る
べ
き
こ
と
と
は
、呪
術
で
奇

跡
を
期
待
さ
せ
る
こ
と
で
は

な
く
、や
が
て
必
ず
ど
の
人
生

に
も
訪
れ
る
老
・
病
・
死
の

苦
悩
を
越
え
る
た
め
に
、こ
の

教
え
を
伝
え
る
こ
と
で
あ
る

と
い
う
大
き
な
気
づ
き
が

あ
っ
た
か
ら
で
し
た
。

で
す
か
ら
、
親
鸞
聖
人
が

「
利
他
」
と
い
う
言
葉
を
用
い

る
時
は
、か
な
ら
ず
阿
弥
陀
如

来
の
「
他
力
」
に
限
定
し
て
用

い
て
い
ま
す
。そ
の
他
力
と

は
、私
が
い
の
ち
終
わ
る
時
に

は
、地
獄
に
墜
ち
る
の
で
も
な

く
、ま
し
て
滅
ん
で
消
え
る
の

で
も
な
く
、光
り
輝
く
浄
土
世

界
に
生
ま
れ
る
の
だ
と
疑
い

な
く
受
け
止
め
さ
せ
、苦
楽
の

人
生
を
念
仏
と
共
に
歩
む
者

へ
と
変
え
為な

し
て
い
く
力
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。

親
鸞
聖
人
に
と
っ
て「
利
他
」

と
は
結
局
、阿
弥
陀
如
来
の
教

え
が
伝
わ
っ
て
い
く
中
で
は

じ
め
て
実
現
さ
れ
て
い
く
の

だ
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

龍
谷
大
学
の
建
学
の
精
神

は「
浄
土
真
宗
の
精
神
」で
す
。

私
は
「
自
省
利
他
」
と
い
う
言

葉
を
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お

い
て
理
解
し
て
い
ま
す
。

龍Ron

小
町  

総
会
と
支
部
活
動
報
告

い
教
育
、
誰
も
が
指
導
で
き
、

誰
も
が
参
加
で
き
る
、心
を

安
心
さ
せ
る
た
め
に
あ
る
と

い
う
こ
と
を
事
例
紹
介
を
さ

れ
な
が
ら
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。講
演
会
後
の
茶
話
会

で
は
、情
報
交
換
な
ど
和
や
か

な
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

山
口
県
支
部

９
月
５
日
、Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｉ
先
生

を
お
迎
え
し
て
、「
精
進
ス
タ

イ
ル
の
お
う
ち
ご
は
ん
」山
口

県
支
部
龍Ron

小
町
特
別

レ
ッ
ス
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

健
康
的
な
お
料
理
と
Ｍ
Ａ

Ｋ
Ｉ
先
生
の
柔
ら
か
な
お
人

柄
に
包
ま
れ
て
、と
て
も
幸
せ

な
ひ
と
時
で
し
た
。

お
料
理
を
始
め
る
前
に
お

茶
を
一
服
頂
く
な
ど
、心
の
余

裕
の
大
切
さ
も
教
わ
り
、い
つ

も
バ
タ
バ
タ
と
料
理
を
し
て

い
た
私
の
心
に
し
み
ま
し
た
。

家
族
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
季
節
に
応
じ
た
食
材

を
大
切
に
扱
い
、工
夫
と
真
心

込
め
て
作
り
た
い
と
思
い
ま

す
。（

副
支
部
長　

松
田
祥
子
）

東
京
支
部

神
奈
川
県
支
部

9
月
14
日
、
雷
門
音
助
さ

ん（
10
年
経
営
卒
）の
ら
く
ご

会
が
50
回
を
迎
え
、
深
川
江

戸
資
料
館
で
「
雷
門
音
助
ら

く
ご
会
〜
50
回
ス
ペ
シ
ャ

ル
」
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。東
京
支
部
・
神
奈
川
県

支
部
が
合
同
で
応
援
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

「
生
の
落
語
を
は
じ
め
て
体

験
す
る
」
と
い
う
校
友
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、校
友

特
別
席
が
用
意
さ
れ
て
い
た

の
で
ゆ
っ
く
り
と
席
に
つ
け

校
友
の
著
書

『
発
達
障
害
・
精
神
疾
患
が
あ

る
子
と
そ
の
家
族
が
も
ら
え

る
お
金
・
減
ら
せ
る
支
出
』

青
木
聖
久（
12
年
社
会
博
修
了
）

Ａ
５
版

208
頁
講
談
社

1
，６
０
０
円
＋
税

24
年
11
月
12
日
発
行

ISBN 978-4065376485

『
ひ
と
す
じ
の
道
』

井
上
博
道
（
54
年
文
卒
）

（
第
3
回
龍
谷
賞
受
賞
者
）

2
冊
構
成
、

写
真
編
は
写
真

140
点
掲
載
。

6
，０
5
０
円
（
税
込
）

※
詳
細
は
井
上
博
道
記
念
館
へ

『
民
際
学
者
、ア
ジ
ア
を
あ
る
く
』

林
真
司
（
02
年
経
済
院
了
）

Ａ
５
版
並
製
247
頁
み
ず
の
わ
出
版

３
，6
０
０
円
＋
税

ISBN 978-4864260558

石
川
県
支
部

新
卒
生
歓
迎
会
を
開
催

7
月
14
日
、
金
沢
市
で
開

催
し
ま
し
た
。石
川
県
は
、昨

年
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
の
影
響
で
い
く
つ
か

の
行
事
を
延
期
し
て
き
ま
し

た
が
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る

て
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
環
境
で

大
笑
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

（
東
京
支
部
長 

大
原
延
恵
／

神
奈
川
県
支
部
長 

越
岡
孝
年
）

宮
崎
県
支
部

9
月
7
日
、
宮
崎
市
で「
練

り
切
り
体
験
教
室
」を
開
催
し

ま
し
た
。

初
め
は
、ぎ
こ
ち
な
い
手
つ

き
で
練
り
あ
ん
を
恐
る
恐
る

握
っ
て
い
ま
し
た
が
、徐
々
に

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
、和
菓
子

職
人
が
使
用
す
る
三
角
押
し

棒
で
花
の
中
心
に
黄
色
い
あ

ん
を
乗
せ
た
時
は
、参
加
者
一

同
か
ら
拍
手
が
お
き
ま
し
た
。

完
成
後
、講
師
手
作
り
の
和

菓
子
と
紅
茶
を
頂
く
と
、緊
張

も
ほ
ぐ
れ
会
話
が
弾
み
ま
し

た
。今
後
も
龍Ron

小
町
の

活
動
を
き
っ
か
け
に
交
流
を

深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
事
務
局　

永
田
五
十
子
）

こ
の
行
事
は
続
け
た
い
と
企

画
し
、24
名
の
方
に
連
絡
、結

果
と
し
て
1
名
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
が
、
返
信
ハ
ガ
キ

の
コ
メ
ン
ト
欄
に
は
、「
今
回

は
都
合
で
出
席
で
き
ま
せ
ん

が
、
9
月
の
総
会·

懇
親
会

に
は
参
加
し
ま
す
。」「
県
外

で
就
職
し
た
の
で
す
が
、
帰

省
の
時
期
と
合
え
ば
参
加
し

た
か
っ
た
で
す
。」と
書
か
れ

て
い
て
、「
龍
大
生
」の
穏
や

か
で
真
面
目
な
雰
囲
気
が
感

じ
取
ら
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で

す
。気
に
な
る
の
は
、以
前
は

40
名
近
く
い
た
新
卒
生
の
減

少
で
、
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延

伸
に
よ
っ
て
、
サ
ン
ダ
ー

バ
ー
ド
一
本
で
京
都
に
行
け

な
く
な
っ
た
影
響
か
、
高
校

生
の
地
元
志
向•

関
東
志
向

の
影
響
か
、
卒
業
生
と
し
て

は
気
を
も
む
と
こ
ろ
で
す
。

（
支
部
長　

松
浦
顕
雄
）

あ
う
こ
と
」
に
つ
い
て
学
ば

せ
て
い
た
だ
く
と
て
も
意
義

の
あ
る
機
会
で
し
た
。講
演

後
は
、
現
役
学
生
に
建
設
中

の
新
棟
を
含
め
キ
ャ
ン
パ
ス

を
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
来
る
た
び
に
変
化
す
る

深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
に
驚
く
ば

か
り
で
し
た
。そ
の
後
、４
号

館
地
下
食
堂
で
懇
親
会
を
実

施
し
、
歓
談
や
ビ
ン
ゴ
な
ど

で
和
や
か
に
懇
親
を
深
め
ま

し
た
。（支

部
長　

邑
川
和
之
）

煩悩とクリエイティビティ
「煩悩とクリエイティビティ」は、人間を突き動かす「煩悩」をテー
マに掲げ、私たちの抱える悩みや欲望を否定するのではなく、自
分らしい暮らしや新しい価値創造へとつながる煩悩の活かし方を
探求・発信することを目的とし、様々な企画を行っています。

ポッドキャスト（ラジオ番組）
　龍谷大学の現役の学
生さんを中心に企画、収
録、編集して配信をして
います。 ポッドキャストはこちら

オンデマンド配信　　　　　　　
　龍谷大学の現役の学
生さんを中心に企画、収
録、編集して配信をして
います。 オンデマンド配信はこちら

■第 9回（12月7日）ゲスト：松本紹圭氏（僧侶）、ナビゲーター：野呂靖
先生（龍谷大学心理学部准教授）、テー
マは、「私たちは『よき祖先』になれる
のか」。これからの時代に求められる創
造性や、時間を超える長期思考につい
て考える時間となりました。
■第10回（2月１日）ゲスト：渡邉康太郎氏（コンテクストデザイナー）、
ナビゲーター：能美潤史先生（龍谷大学
法学部准教授）、渡邉さんのテーマは、「個
人の物語は社会を変えるのか」。消し去
ることのできない煩悩をいかに捉え、人
間としての良き生をまっとうするのかに
ついて考えました。

トークイベント　　　 　　　　　

ショップはこちら

〈
文
学
部
〉

　

楠　

淳
證 

教
授

　

藤
原　

正
信 

教
授

〈
経
済
学
部
〉

　

竹
中　

正
治 

教
授

　

西
垣　

泰
幸 

教
授

〈
経
営
学
部
〉

　

長
谷
川　

裕 

教
授

〈
法
学
部
〉

　

鈴
木　

龍
也 

教
授

〈
政
策
学
部
〉

　

村
田　

健
三
郎 

教
授

〈
社
会
学
部
〉

　

佐
藤　

彰
男 

教
授

〈
国
際
学
部
〉

　

フ
ァ
ー
マ
ノ
フ
ス
キ
ー

　

マ
イ
ケ
ル 

教
授

〈
農
学
部
〉

　

大
門　

弘
幸 

教
授

　

中
村　

富
予 

教
授

〈
心
理
学
部
〉

　

東　

豊 

教
授

　

森
田　

喜
治 

教
授

〈
短
期
大
学
部
〉

　

田
岡　

由
美
子 

教
授

※
学
長
任
期
満
了

　

入
澤　

崇 

先
生

今
春
、
定
年
退
職
さ
れ
る
先
生
方

２
０
２
５
年
３
月
31
日
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仏教に学ぶ

「一期一会」と「日々新たに」
臨済宗建仁寺派

大椿山六道珍皇寺ご住職

坂
さか

井
い

田
だ

  良
りょう

宏
こう

編
集
後
記

お
か
げ
さ
ま
で
校
友
会
報

誌
も
通
巻
100
号
と
な
り
ま
し

た
。校
友
の
皆
さ
ま
の
架
け
橋

に
な
れ
ば
と
編
集
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
し
た
。今
後
も

龍
谷
大
学
の
校
友
会
報
誌
ら

し
く
建
学
の
精
神
を
伝
承
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
前
、
小
説『
上
杉
鷹
山
』

の
著
者
童
門
冬
二
先
生
に

面
談
し
た
折
、「
日
本
国
に

と
っ
て
も
日
本
人
に
と
っ

て
、『
忠
恕
』
の
生
き
方
が

非
常
に
大
切
な
の
で
は
な
い

か
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
心
に
残
る
一
言

で
し
た
。

（
校
友
会
理
事 

清
水 

卓
智
）

プロフィール
46年京都府生まれ。70 年龍谷大学経済学部
卒業。卒業後、専門道場にて修業の後、25
年間宇治市役所に奉職しながら 73年に建仁
寺塔頭、興雲庵住職に就任、96 年より大本
山建仁寺法務部長、財務部長を歴任し、01
年から同、六道珍皇寺住職に転任。13 年に
は臨済宗建仁寺派宗務総長に就任するとと
もに開山栄西禅師 800 年大遠諱の遠諱局長
などを務め、現在は自坊の護持のほか建仁
寺派の宗会議員や建仁寺の評議員などの要
職にある。

校友のお店新
町
三
条
を
上
が
っ
た
東

側
。京
町
屋
の
趣
を
そ
の
ま
ま

残
し
た
店
構
え
。広
々
と
し
た

カ
ウ
ン
タ
ー
席
と
、奥
に
テ
ー

ブ
ル
席
が
あ
り
、そ
こ
に
続
く

通
路
は
屋
根
ま
で
の
吹
き
抜

け
で
、「
京
の
お
く
ど
さ
ん
」を

連
想
し
ま
す
。二
階
席
へ
の
階

段
も
古
民
家
そ
の
ま
ま
で
、梁

薬師如来坐像

六
道
珍
皇
寺
の
歴
史

六
道
珍
皇
寺
は
山
号
を
大
椿

山
と
号
し
、
臨
済
宗
建
仁
寺
派

に
属
す
る
寺
院
で
す
。

今
か
ら
千
二
百
年
前
、
平
安

朝
・
桓
武
天
皇･

延
暦
年
間
、

慶け
い

俊し
ゅ
ん

僧そ
う

都ず

の
開
基
で
、宝
皇
寺
、

鳥
辺
寺
、
ま
た
は
愛お

た
ぎ宕
寺で

ら

と
も

称
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
平
安
遷
都
に
際
し
、

愛
宕
の
地
が
諸
人
の
墓
所
と
定

め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
空
海

の
師
慶
俊
が
珍
皇
寺
を
建
て
た

と
い
わ
れ
、
つ
い
で
空
海
が
興

隆
し
て
東
寺
の
末
寺
と
な
り
、

小
野
篁
が
檀
越
と
な
っ
て
堂
塔

伽
藍
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

永
久
年
間（
一一一三
〜
一一一
八
）

に
一
旦
焼
失
し
た
後
、
再
び
伽

藍
整
備
も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

中
世
の
兵
乱
に
よ
り
荒
廃
し
、

建
仁
寺
の
僧
で
あ
っ
た
聞も

ん

渓け
い

良り
ょ
う

聡そ
う

が
再
興
、
臨
済
宗
建
仁
寺
派

に
属
す
る
寺
と
な
り
ま
し
た
。

本
尊
の
薬
師
如
来
坐
像
は
最

澄
作
と
伝
わ
る
重
要
文
化
財
で

す
が
、
去
る
22
年
の
文
化
庁
調

査
を
う
け
て
、
24
年
の
4
月
に

は
130
年
ぶ
り
の
大
修
復
作
業
も

無
事
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

時
ま
さ
に
、
当
寺
の
開
基「
佛ぶ

っ

海か
い

慈じ

濟し
い

禅
師
」の
650
年
遠
諱
の
年

と
な
っ
た
こ
と
は
、祖
師
の
お
導

き
と
感
慨
無
量
で
あ
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
辺
り
で
す

が
平
安
時
代
の
墓
所
と
し
て
名

高
い
鳥
辺
野
の
麓
で
入
り
口
に

あ
た
っ
た
こ
と
よ
り
、「
六
道
の

辻
」（
冥
界
と
の
接
点
）
と
も
信

じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

「
六
道
」と
は
、
す
べ
て
の
人

が
生
前
に
お
け
る
善
悪
の
行
い

に
よ
り
必
ず
赴
く
と
さ
れ
る

「
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・

人
間･

天
上
」
の
六
種
の
冥
界

を
い
い
ま
す
。

当
寺
が
、前
述
の
通
り「
六
道

の
辻
」に
位
置
し
、さ
ら
に
は
小

野
篁
伝
説
（
当
寺
の
井
戸
よ
り

閻
魔
王
の
臣
下
と
し
て
現
世
と

冥
界
を
往
還
し
て
い
た
）
と
あ

い
ま
っ
て
お
盆
に
は
信
仰
の
聖

地
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
う

し
た
背
景
が
あ
る
か
ら
で
す
。

「
六
道
ま
い
り
」と
い
う
行
事

京
都
で
は
、
お
盆
に
お
迎
え

す
る
先
祖
の
魂
を
「
お
精し

ょ
ら
い霊
さ

ん
」
と
親
し
み
を
込
め
て
よ
び

ま
す
。そ
の
お
精
霊
さ
ん
に
お

盆
に
各
家
に
お
帰
り
い
た
だ
く

た
め
、
あ
の
世
と
こ
の
世
の
境

（
六
道
の
辻
）と
さ
れ
る
当
寺
に

お
迎
え
に
詣
で
る
行
事
を
「
六

道
ま
い
り
」と
申
し
ま
す
。

千
年
の
歴
史
を
有
す
る
京
の

都
人
の
生
活
に
根
ざ
し
た
宗
派

を
超
え
た
仏
教
共
通
行
事
と
い

え
ま
す
。現
在
で
は
盆
前
の
8

月
7
〜
10
日
の
4
日
間
、
早
朝

よ
り
夕
刻
ま
で
大
勢
の
参
詣
の

お
方
で
賑
わ
い
ま
す
。

参
詣
の
仕
方
は
、
ま
ず
境
内

参
道
で
高
野
槇
を
求
め
ら
れ
、

本
堂
に
て
お
迎
え
さ
れ
る
精
霊

の
戒
名
を
水
塔
婆
に
書
い
て
も

ら
い
、「
古
事
談
」や「
今
昔
物
語

集
」の
伝
説
に
あ
る「
そ
の
音
が

は
る
か
彼
方
の
唐
の
国
ま
で
、い

ん
い
ん
と
鳴
り
響
い
た
」
と
さ

れ
る『
迎
え
鐘
』を
つ
か
れ
、
水

塔
婆
へ
の
水
む
け
供
養
の
後
、

参
道
で
贖あ

が
な

わ
れ
た
み
魂
の
宿
ら

れ
た
高
野
槇
を
携
え
帰
路
に
つ

か
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
の
お
精
霊
さ
ん
は
、
懐
か

し
き
我
が
家
へ
の
里
帰
り
と
な

る
わ
け
で
す
が
、
お
盆
の
間
は

各
家
で
は
十
分
に
満
腹
し
て
お

帰
り
い
た
だ
け
る
よ
う
日
毎
に

決
ま
っ
た
京
風
精
進
献
立
の
ご

馳
走
な
ど
を
も
っ
て
も
て
な
す

と
い
っ
た
、
誠
に
う
る
わ
し
い

こ
う
し
た
慣
習
が
今
日
ま
で
恙つ

つ
が

な
く
京
に
は
伝
承
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。

二
足
の
わ
ら
じ
と
ご
縁

私
自
身
は
卒
業
後
に
教
職
を

め
ざ
す
関
係
上
、
在
学
中
に
休

学
し
て
禅
僧
へ
の
関
門
と
も
い

え
る
専
門
道
場
に
掛
搭
し
、
卒

業
後
に
再
度
、
再
掛
搭
の
後
に

そ
の
道
を
目
指
し
ま
し
た
が
、

僧
侶
と
の
両
立
は
立
場
的
に
も

難
し
く
、
結
果
的
に
は
諦
め
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

後
、
ご
縁
が
あ
り
公
務
員
の
職

に
就
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
在
職
25
年
頃
に
師
匠
の
体

調
不
良
も
あ
っ
て
奉
職
を
退

き
、
公
言
は
で
き
ま
せ
ん
が
僧

職
と
の
二
足
の
わ
ら
じ
生
活
に

ピ
リ
オ
ド
を
う
ち
ま
し
た
。
奉

職
中
は
有
難
く
も
望
ん
で
い
た

教
育
・
福
祉
・
茶
業
関
係
の
職

場
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、

私
の
人
生
に
お
い
て
大
き
な
一

こ
ま
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
自
坊
の
住
職
と

ご
本
山
の
内
局
務
め
の
、
あ
る

意
味
二
足
わ
ら
じ
の
日
々
と
な

り
、
二
〇
一
四
年
に
は
、
建
仁
寺

開
山
栄
西
禅
師

800
年
大
遠お

ん

諱き

と

の
巡
り
逢
い
も
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
の
折
に
は
、は
か
ら
ず
も

宗
務
総
長
と
遠
諱
局
長
と
い
う

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
浄
財
募

縁
に
奔
走
も
し
ま
し
た
が
、
お

陰
様
に
て
茶
祖
と
も
称
さ
れ
る

栄
西
禅
師
さ
ま
の
お
導
き
か
、

役
所
勤
め
で
出
会
っ
た
多
く
の

茶
業
関
係
各
位
よ
り
絶
大
な
ご

支
援
も
賜
る
こ
と
が
で
き
、ま
さ

に〝
一
期
一
会
〟、人
さ
ま
と
の
出

会
い
が
い
か
に
大
切
な
も
の
か

改
め
て
思
い
知
り
ま
し
た
。

「
一
期
一
会
」と

　
　
　
　「
日
々
新
た
に
」

こ
の
世
に
生
を
う
け
た
か
ら

に
は
、お
釈
迦
様
の
お
っ
し
ゃ
る

通
り
、
誰
も
が
悩
み
苦
し
み
を

抱
え
て
い
る
も
の
で
す
。
仏
様

や
ご
先
祖
様
に
手
を
合
わ
せ

「
祈
る
」行
為
、あ
る
い
は
坐
禅
を

組
み
、
心
を
空
っ
ぽ
の
状
態「
無

心
」に
し
て
、
自
分
を
客
観
的
に

見
る
こ
と
で
悩
み
の
本
質
が
見

え
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

や
は
り
い
ろ
い
ろ
な
人
生
を
歩

ま
れ
て
い
る
人
た
ち
に
相
談
し
、

そ
の
意
見
や
考
え
を
参
考
に
す

る
こ
と
も
、悩
み
苦
し
み
解
決
の

糸
口
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
龍
谷
大
学
校
友
会

の
場
で
す
が
、ま
さ
に
人
生
の
先

達
た
ち
の
意
見
を
聞
く
に
も
適

し
た
貴
重
な
場
と
い
え
ま
す
。ま

た
様
々
な
仕
事
、
立
場
、
環
境

の
異
な
っ
た
人
た
ち
の
集
ま
り

で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、物
事
へ
の

視
点
や
考
え
方
も
違
う
で
し
ょ

う
し
、
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
時

な
ど
の
心
の
持
ち
方
を
学
ぶ
に

も
最
適
の
場
だ
と
思
い
ま
す
。

〝
一
期
一
会
〟、そ
の
時
々
の
出

会
い
は
、
必
ず
や
皆
様
の
人
生

を
か
け
が
え
の
な
い
も
の
に
し

て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

私
事
に
て
恐
縮
な
が
ら
、7
年

ほ
ど
前
、あ
る
企
業
が
創
業

100
周

年
を
迎
え
ら
れ
、そ
の
起
業
地
が

当
寺
隣
接
地
で
あ
っ
た
ご
縁
も

あ
っ
て
、こ
こ
数
年
新
入
社
員
の

研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会

を
得
、そ
の
社
名
の
語
源
で
も
あ

る
「
日
々
新
た
に
」
と
い
う
テ
ー

マ
に
て
毎
回
お
話
を
さ
せ
て
い

お
も
て
な
し
は
若
い
こ
ろ
の

厳
し
い
指
導
と
経
験
か
ら

天ぷら呑み屋
ツキトカゲ新町店

田
た

島
じま

　一
かず

生
き

さん
（95年経営卒）

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

一
期
一
会
と
も
繫
が
る
の
で

す
が
、
毎
日
心
を
新
た
に
す
る

こ
と
で
自
身
も
日
々
生
ま
れ
変

わ
り
、
悩
み
苦
し
み
も
癒
え
て

新
た
な
考
え
や
出
会
い
も
生
ま

れ
る
も
の
で
す
。日
々
の
精
進

も
新
た
な
気
持
ち
で
続
け
る
こ

と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。人

と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
つ

つ
、
清
々
し
い
気
持
ち
で
一
生

に
一
度
し
か
出
会
え
な
い
そ
の

日
々
を
大
切
に
迎
え
、
懸
命
に

生
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

山門・六道の辻

や
柱
は
当
時
の
ま
ま
残
さ
れ

て
お
り
、清
潔
感
の
あ
る
厨
房

や
従
業
員
の
動
線
か
ら
も
、お

客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
意
識

し
た
こ
だ
わ
り
を
感
じ
ま
す
。

二
条
富
小
路
の
本
店
も
同

じ
名
前
で
炭
火
焼
鳥
が
メ
イ

ン
で
す
が
、こ
ち
ら
の
お
店
は

天
ぷ
ら
と
創
作
料
理
が
中
心
。

大
き
な
天
ぷ
ら
鍋
が
カ
ウ
ン

タ
ー
席
の
前
に
あ
る
の
で
す

が
、油
の
匂
い
が
全
く
し
な
い

こ
と
か
ら
油
を
丁
寧
に
あ
つ

か
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま

す
。注
文
し
た
食
材
を
ひ
と
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
仕
上
げ
、絶
妙

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
お
料
理
が

運
ば
れ
て
き
ま
す
。

店
名
の
ロ
ゴ
は
飲
食
店
で

は
あ
ま
り
見
受
け
な
い「
と
か

げ
」が
モ
チ
ー
フ
で
す
が
、
こ

れ
は
田
島
さ
ん
の
思
い
つ
き

で
、と
か
げ
の
尻
尾
を
伸
ば
し

て
で
き
た
三
日
月
か
ら
、「
月

と
と
か
げ
」が
で
き
、
印
象
的

な
「
ツ
キ
ト
カ
ゲ
」
の
ロ
ゴ
が

誕
生
し
ま
し
た
。

龍
谷
大
学
に
は
大
阪
の
高

校
か
ら
指
定
校
推
薦
で
入
学
。

大
学
で
は
授
業
に
は
あ
ま

り
熱
心
で
は
な
く
、
音
楽
系

サ
ー
ク
ル
と
ア
ル
バ
イ
ト
の

日
々
を
過
ご
し
、当
時
住
ん
で

い
た
淀
の「
み
ど
り
荘
」で
、仲

間
が
集
ま
り
語
り
合
い
飲
み

明
か
し
た
日
々
が
懐
か
し
い

と
の
こ
と
。

そ
ん
な
大
学
生
活
も
留
年

が
決
ま
り
、親
か
ら
の
援
助
が

な
く
な
り
自
力
で
卒
業
を
目

指
す
こ
と
に
な
り
、生
活
の
た

め
に
始
め
た
飲
食
店
で
の
ア

ル
バ
イ
ト
。そ
れ
が
今
の
仕
事

に
繋
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

当
時
の
ア
ル
バ
イ
ト
先
の

店
長
が
と
て
も
厳
し
い
人
で
、

悔
し
い
と
感
じ
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
だ
っ
た
と
か
。

「
い
つ
か
は
自
分
で
」
の
思

い
が
叶
っ
た
の
は
、ア
パ
レ
ル

関
係
の
方
か
ら
相
談
を
受
け
、

「
創
作
料
理
店
」
開
店
で
店
長

を
引
き
受
け
て
か
ら
の
こ
と

で
し
た
。店
を
任
さ
れ
た
経
験

を
活
か
し
て
30
歳
で
独
立
。1

店
目
の
「
ツ
キ
ト
カ
ゲ
」
を
京

都
地
裁
の
近
く
で
オ
ー
プ
ン
。

そ
の
後
、先
斗
町
に
2
店
目
を

オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
し
た
が
、現

在
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た

二
条
の
本
店
と
新
町
の
2
店

舗
で
営
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
学
で
始
め
た
ギ
タ
ー
か

ら
繫
が
る
バ
ン
ド
活
動
や
、そ

の
当
時
の
友
人
、飲
食
店
で
知

り
合
っ
た
方
々
か
ら
様
々
な

チ
ャ
ン
ス
が
め
ぐ
っ
て
き
た

そ
う
で
す
。

独
立
し
て
21
年
、お
客
様
の

過
ご
し
方
や
飲
み
方
も
変
わ

り
、「
ひ
と
り
で
も
過
ご
せ
る

カ
ウ
ン
タ
ー
は
不
可
欠
」と
の

こ
と
。提
供
す
る
料
理
や
飲
み

物
も
含
め
、変
化
に
対
応
で
き

る
資
質
も
、若
い
こ
ろ
に
鍛
え

ら
れ
た
厳
し
い
日
々
の
経
験

か
ら
だ
と
か
。

今
は
従
業
員
に
そ
れ
ぞ
れ

の
仕
事
を
任
せ
、ご
自
身
は
そ

れ
を
見
守
る
立
場
だ
そ
う
で

す
。ジ

ャ
カ
ル
タ
在
住
の
方
が

ツ
キ
ト
ガ
ゲ
本
店
の
ラ
ー
メ

ン
に
惚
れ
込
み
、「
是
非
こ
の

ラ
ー
メ
ン
を
ジ
ャ
カ
ル
タ
で

広
め
た
い
」
と
相
談
を
受
け
、

早
速
現
地
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

を
さ
れ
ま
し
た
。田
島
さ
ん
ご

自
身
が
店
を
経
営
す
る
の
で

天ぷら呑み屋 ツキトカゲ新町店
京都市中京区新町通三条上ル
町頭町108
地下鉄烏丸御池下車
6 番出口から徒歩 5 分
TEL 075-241-1108
DINNER17：00 ～ 23：00（Lo22:00）
定休日：月曜日＊臨時休業あり

炭火焼鳥・旬野菜 ツキトカゲ本店
京都市中京区二条通富小路東入ル
清明町672-2
地下鉄京都市役所前下車
市役所出口から歩 5 分
TEL 075-212-3550
LUNCH 11：30 ～ 14：00
DINNER 17：00 ～ 22:00（Lo21:00）
定休日：月曜日＊臨時休業あり

は
な
く
、レ
シ
ピ
と
サ
ー
ビ
ス

を
伝
授
し
て
、現
地
の
日
本
人

を
中
心
に
、ツ
キ
ト
カ
ゲ
の
味

を
海
外
で
展
開
し
て
い
く
こ

と
を
体
験
さ
れ
た
こ
と
で
、今

後
の
仕
事
へ
の
取
組
み
に
興

味
を
持
ち
始
め
た
そ
う
で
す
。

が
む
し
ゃ
ら
に
突
き
進
む
と

い
う
よ
り
は
、流
れ
に
逆
ら
わ

ず
に
挑
戦
さ
れ
る
田
島
さ
ん

の
自
然
体
な
姿
勢
と
、若
い
と

き
の
経
験
か
ら
身
に
つ
い
た

飲
食
へ
の
こ
だ
わ
り
。今
後
の

田
島
さ
ん
の
挑
戦
も
楽
し
み

に
な
る
お
店
で
す
。

町家そのものの外観

美味しい天ぷらとお店のロゴ


